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2Fp-6 緑茶による動脈硬化予防に関する基礎研究＊

○小城勝相（奈良女大・生環）

〔(社) 日 本家 政学 会

【目的】ＬＤＬのアポリポタンパク質B  (apoB) はラジカル反応で断片化し，断片化タン

パクは正常血清中に存在し，加齢で増加する(1)。またapoB は他の蛋白質より異常に高

い反応性を持つ(2) 。以上の研究に基づき，緑茶カテキン類の抗酸化活性を検討した。

【方法】ヒト血漿に，銅イオンとカテキン類を添加し，37 ℃で酸化させた。2 時間毎に，

apoB とα-Tocopherol の量を測定し，酸化を50 ％阻害する濃度(IC50) を求めた。

【結果と考察】EC  (Epicatechin), Epigallocatechin, Trolox, Epicatechin gallate,

Epigallocatechin gallateのapoB に対するIC50 は，それぞれ，39.1  ±4.1, 42.2 ±3.4,

36.2 ±5.4, 14.6 土2.1,21.3 ±2.2 HM であり，α-Tocopherol に対しては，それぞれ類

似の値を得た。ＥＣをラットに経口投与したときの代謝物等の血中濃度が1-12  μM であ

る{Hskula  &Terao,/.  Nutr., 128  , 1172- 1178 (1998)} ことから，緑茶カテキン類の

抗酸化作用は生理的に意味があると結論できる。

(l)Tanaka,e/α/., /. Biochem. (Tokyo), 125, 173-176 (1999)｡

(2)Hashimoto etα/., Biochim. Biophys. Actα, 1483, 236-240 (2000).

＊本研究は三井農林( 株) 原征彦博士との共同研究である。
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【目的】肝類洞壁細胞の一つである肝星細胞は肝類洞のDisse 腔に存在し、細胞質に通常
数個のビタミンＡを含む脂肪滴を有しているが、活性化することによって筋線維芽細胞様
に形質変換し、細胞外基質を産生することから肝線維化に重要な役割を示すことが知ら れ
ている。本研究では、肝星細胞の増殖と活性化に及ぼす亜鉛の影響を明らかにし、亜鉛欠
乏によって誘導される肝星細胞の活性化におよぼす酸化ストレスの影響について検討した。
【方法】Wister系雄性ラットの肝臓をプロナーゼ、コラゲナーゼで濯流後Nycodenz 溶液で
密度勾配遠心を施行し、肝星細胞を分離した。細胞を２日間前培養した後、実験に供した。
亜鉛欠乏群として、亜鉛のキレート剤である細胞膜非透過性のDTPA を添加した。また、
還元型グルタチオ
に添加した。免疫

ン （GSH) の 前 駆 体 で あ るN-acetylcysteine  （NAC ） を キ レ ー ト 剤 と 同 時

組 織化 学 的 解析 と し て デ ス ミ ン 、ａ一平 滑 筋 ア ク チ ン （a-SMA) ヽ コ ラ ー ゲ
.-..ゝ .■.　　　　　-a　晶 ・　　　　 ｆ

ン タ イ プI （ Ｃｏ Ｉ） の 発 現 に つ い て 検 索 し た 。 過 酸 化 水 素 量 はdichlorofluorescine を 用 い て

定量し、m  al on di al de hy de (MDA) 量はTBARS  法にて定量した。

【結果】肝星細胞のCol の発現はコントロールにおいてわずかに認められた。キレート剤
を添加するとCol の発現は有意に充進されたが、亜鉛を添加することによってその発現は
抑制された。キレート剤を添加した肝星細胞 の細胞内過酸化水素はコントロールに比べて
有意に低下した。しかし、ＭＤＡ 量は亜鉛の欠乏による影響を受けなかった。また、DIPA

によって増強したコラーゲンの発現は、ＮＡＣの添加によって抑制された。
【結論】亜鉛欠乏による肝星細胞の活性化はGSH などの細胞内thiol の低下によるもので
あると示唆された。
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